
地域の魅力や個性を創出している、

平成２４年度 「手づくり郷土賞」募集
募集期間 ： 平成２４年６月２９日～９月３日 主催 ： 国土交通省

ふ る さ と

全国各地において、地域固有の自然や歴史、伝統、文化や地場産業等を貴重な地域資源として

再認識し積極的に利活用した、魅力ある地域づくりに成功している事例が数多く見受けられま

す。このように、地域の魅力や個性を創出している良質な社会資本及びそれと関わりを持つ優れ

た地域活動を 体 成果とし 発掘し 「手づくり郷土賞 とし 表彰するととも 好事例と

良質な社会資本及びそれと関わりを持つ優れた地域活動による

郷土づくりの取組を募集します！

第２７回

ふるさと

た地域活動を一体の成果として発掘し、「手づくり郷土賞」として表彰するとともに、好事例と

して広く紹介することにより、各地で個性的で魅力ある郷土づくりに向けた取組が一層推進され

ることを目指しています。

「手づくり郷土賞」は昭和６１年度に創設され、平成２４年度で２７回目の開催となる国土交通

大臣表彰です。

部 門

ふるさと

地域の魅力や個性を創出している、社会資本*及びそ

れと関わりがある優れた地域活動が一体となった成果

*原則として社会資本は国土交通省が所管するもの

これまでに「手づくり郷土賞」を受賞した社会資本又

は社会資本と関わりのある活動を含む成果
（たとえば、これまでに受賞した社会資本又は社会資本と関わりのあ

る活動を含み内容が更に充実している成果 これまでに受賞した社

募集対象

部 門
手づくり郷土賞（一般部門） 手づくり郷土賞（大賞部門）

る活動を含み内容が更に充実している成果、これまでに受賞した社

会資本又は社会資本と関わりのある活動を核とした周辺エリアを含

む成果など）

■応募団体（各部門共通）

社会資本を有効活用し地域づくり等に取り組む活動団体が単体、又は社会資本を管理する地方公共

団体（都道府県、市区町村）との共同で応募するものとします。

応 募 に つ い て

団体（都道府県、市区町村）との共同で応募するものとします。

■応募資料（提出いただくもの）

① 応募用紙及び参考資料 と その電子データ

② 自己ＰＲ映像（動画、音声付きパワーポイントもしくは静止画スライドショー）

※応募要領及び応募用紙については、国土交通省ホームページよりダウンロードしてください。

（http://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/region/tedukuri/what_furusato/what_furusato.html）
※応募要領及び応募用紙については、国土交通省ホームページよりダウンロードしてください。

（http://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/region/tedukuri/what_furusato/what_furusato.html）

■応募方法

応募資料を、募集期間内に提出してください。なお、提出先は各地方の担当窓口において設定しま

すので、問い合わせ先（担当窓口）までご確認ください。

提出された応募資料は各地方整備局等にて取りまとめの後、国土交通本省に提出されます。

「手づくり郷土賞」の対象とならないものがあった場合は、各地方整備局等より、その旨通知いたし

ます。

応 募、選定スケジュール



えりもの地域資源の掘りおこしと活用 ～猿留山道を
中心に～ （北海道えりも町）えりも町郷土資料館N42°の会）

えりも町の「猿留山道」は江戸幕府によって

開削された北海道（東蝦夷地）の開拓に重要
ポケットパーク整備実行委員会では、ＪＲ高

架脇の不整形な残地に地域住民 地域の専

三条市民と大学の協働による小さな里山づくり
（新潟県三条市） ポケットパーク整備実行委員会／三条市

一般部門
平成２３年度（第２６回）の受賞事例平成２３年度（第２６回）の受賞事例

開削された北海道（東蝦夷地）の開拓に重要

な役割を果たした北海道初の官営道路の一

つです。

「えりも町郷土資料館 N４２°の会」は、平

成１３年に地域住民を中心に会員19名(現在

37名)により発足し、「猿留山道」を中心とした

えりも町の特異な地域資源を掘り起こし、地

域内外のボランティアによる山道の復元や維

持管理活動、町内広域の散策路(ﾌｯﾄﾊﾟｽ)整

備を行っています さらに地域資源を活用した

架脇の不整形な残地に地域住民、地域の専
門家、大学生が協働して、まちの中に一年に
ひとつずつ里山の緑だけ移植して小さな里山
（ポケットパーク）をつくるという協働のまちづく
りを平成19年から始めています。
年間を通して、計画、施工、管理までを一

貫して行っており、緑を里山に求め、地元の
材料を使い、作業は全てボランティアで行って
います。参加住民は平成22年度には延べ８１
３人を数え、大きな活動に育っています。
季節毎の変化を感じとれる小さな里山は備を行っています。さらに地域資源を活用した

体験学習の実施、海岸緑化への協力など

様々な活動により、地域住民にふるさとえりも

の原風景を伝えるとともに、観光地としての価

値を高め地域活性化に寄与しています。

季節毎の変化を感じとれる小さな里山は、
市の中心と周辺を結ぶ場となり、住民が緑の
管理に自然に繋がる場や散歩・通学の人の
憩いの場となっています。

堀川運河の歴史と伝統を活かしたまちづくり
（宮崎県 南市） 堀川運河ふれあ 文化交流促進協議会

大賞部門
若狭鯖街道熊川宿

（宮崎県日南市） 堀川運河ふれあい文化交流促進協議会

堀川運河ふれあい文化交流促進協議会で

は、昔から伝わるチョロ船、弁甲筏流しなどの

歴史的文化を再現させ、堀川運河や油津港

のイベントで体験乗船運航等を行い油津のま

ちの賑わいを創出しています。

また、油津フェスタ、朝市など、多くのイベン

トを誘導や調整を行うとともに、近隣の商店街

等と連携し 堀川運河周辺 の観光客や市

（福井県若狭町） 若狭熊川宿まちづくり特別委員会／若狭町

「若狭熊川宿まちづくり特別委員会」は、町

並みを活かしたまちづくりを目的に平成7年に

設立しました。重要伝統的建造物群保存地区

である熊川の歴史や自然を活かしながら、毎

年の建物修理に加え、前川用水の清掃作業、

登山道の整備、町文化財を活用した喫茶と宿

の運営、鯖街道の交流、ブータンや韓国との

国際交流等 多様な事業を展開しています等と連携し、堀川運河周辺への観光客や市

民の誘導を促進しながら、交流人口の増加を

図るとともに、油津港港湾環境整備事業で整

備された石積護岸や堀川運河沿いの緑地広

場「夢ひろば」や「夢見橋」等の活用を行い、

堀川運河を中心に昭和初期に栄えた港町の

賑わいを取り戻しています。

国際交流等、多様な事業を展開しています。

熊川宿の高齢化率は現在43％ですが、30

代から50代の住民が中心となった手作りの観

光イベントを行い例年1万人の来訪者があり

ます。住民と同じようにまちづくりに関わって

いただける人で組織した「熊川宿ファンクラ

ブ」も発足し、熊川に対する想いの輪が広

がっています。

ふるさと

「手づくり郷土賞」各地方整備局等 問い合わせ先（担当窓口）

北海道開発局 開発監理部 開発調整課 TEL：011-709-2311 札幌市北区北八条西2丁目

東北地方整備局 企画部 企画課 TEL：022-225-2171 仙台市青葉区二日町9-15

※過去の全受賞事例が、国土交通省の手づくり郷土賞ホームページでご覧いただけます。

（http://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/region/tedukuri/former_list/former_list.html）

東 方 備局 画部 画課 台市青葉

関東地方整備局 企画部 広域計画課 TEL：048-600-1330 さいたま市中央区新都心2-1

北陸地方整備局 企画部 広域計画課 TEL：025-370-6687 新潟市中央区美咲町1-1-1

中部地方整備局 企画部 広域計画課 TEL：052-953-8129 名古屋市中区三の丸2-5-1

近畿地方整備局 企画部 企画課 TEL：06-6942-1141 大阪市中央区大手前1-5-44

中国地方整備局 企画部 広域計画課 TEL：082-511-6138 広島市中区上八丁堀6-30

四国地方整備局 企画部 広域計画課 TEL：087-811-8309 高松市サンポート3-33

九州地方整備局 企画部 企画課 TEL：092-471-6331 福岡市博多区博多駅東2-10-7

沖縄総合事務局 開発建設部 建設行政課 TEL：098-866-1908 那覇市おもろまち2-1-1

ふ る さ と

「手づくり郷土賞」 事務局 国土交通省 総合政策局 公共事業企画調整課
東京都千代田区霞が関2-1-3 TEL：０３－５２５３－８１１１（代表）http://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/region/tedukuri/index.html


